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平
成
25
年
10
月
1
日
に
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
社

会
基
盤
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
平
成
26
年
度
か
ら
約
10
年
間
の
改
訂
作
業

中
で
す
。
よ
っ
て
、
特
に
、
基
盤
整
備
の
遅
れ
て
い
る
市
川
町
と
福
崎

町
の
県
道
西
脇
八
千
代
市
川
線
と
県
道
甘
地
福
崎
線
、
福
崎
町
の
七
種

川
、
国
道
３
１
２
号
神
崎
橋
下
流
右
岸
、
高
橋
地
内
の
国
道
３
１
２
号

冠
水
箇
所
の
質
問
を
集
中
的
に
行
い
ま
し
た
。
し
か
も
、
一
部
土
地
改

良
施
設
関
係
が
あ
り
ま
す
が
県
土
整
備
部
（
土
木
事
務
所
）
に
つ
い
て

地
元
ネ
タ
で
行
い
ま
し
た
。
過
去
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
地
元
ネ
タ
で

の
質
問
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　

（
要
約
版
。
原
文
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

第
３
１
９
回
兵
庫
県
（
９
・
10
月
）
議
会

１
．
社
会
基
盤
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

こ
の
度
の
見
直
し
に
当
り
、
地
域
の
課
題
や
県
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁
：
井
戸
知
事

　

�　

県
民
意
識
調
査
や
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、
県
下
６

箇
所
で
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
、
地
元
に
精
通
す
る
市
町
、
県
議

会
の
ご
意
見
も
十
分
に
伺
い
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
反
映
に
努
め

る
。
交
通
量
や
事
故
・
災
害
実
績
な
ど
の
客
観
的
指
標
、
災
害
時
の

避
難
・
救
援
等
の
防
災
機
能
確
保
、
観
光
等
の
地
域
振
興
や
ま
ち
づ

く
り
と
の
整
合
性
、
地
元
の
合
意
形
成
状
況
な
ど
、
地
域
固
有
の
実

情
も
加
味
し
、
有
識
者
委
員
会
の
公
開
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
マ
ス
コ

ミ
等
を
通
じ
て
情
報
発
信
す
る
。

　

一
億
円
未
満
事
業
は
、
県
単
独
土
木
事
業
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

地
域
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
的
確
且
つ
、
緊
急
に
対
応
す
る
に
は
、
柔
軟

な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
平
成
25
年
度
の
県
単
独
土
木
の
事
業
量
は

平
成
19
年
度
の
約
６
割
で
、
維
持
費
を
含
め
て
２
６
４
億
42
百
万
円

で
あ
り
、
県
民
ニ
ー
ズ
に
十
分
応
え
る
こ
と
が
困
難
と
考
え
る
が
認
識

を
伺
う
。

　

第
３
１
９
回
定
例
兵
庫
県
議
会
は
、
平
成
25
年
９
月
24
日

か
ら
10
月
25
日
ま
で
の
32
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
兵
庫

県
立
特
別
支
援
学
校
の
設
置
（
姫
路
し
ら
さ
ぎ
特
別
支
援
学

校
）
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

は
じ
め
と
す
る
条
例
関
係
６
議
案
、
国
営
土
地
改
良
事
業
に

つ
い
て
の
市
町
負
担
額
の
決
定
等
そ
の
他
22
議
案
、
人
事
同

意
議
案
２
件
、
平
成
24
年
度
兵
庫
県
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
を
は
じ
め
と
す
る
21
件
の
決
算
の
議
決
・
認
定
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
「
精
神
障
害
者
相
談
員
の
法
制
化
を
求
め
る

意
見
書
提
出
の
件
」
を
は
じ
め
６
件
が
採
択
、「
来
年
４
月

か
ら
の
消
費
税
増
税
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
件
」

を
は
じ
め
３
件
が
不
採
択
、「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
提
出
の
件
」
１
件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

意
見
書
に
つ
い
て
は
、
会
派
発
議
の
「
再
犯
防
止
に
向
け

た
保
護
観
察
制
度
の
充
実
等
を
求
め
る
意
見
書
」
を
は
じ
め

５
件
と
請
願
に
関
す
る
意
見
書
を
合
わ
せ
て
11
件
提
出
と
な

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
詳
し
く
は
、
兵
庫
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
！
）

Ⅰ　

公
平
・
公
正
性
、
透
明
性
を
持
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
基
盤
整
備
の
推
進
に
つ
い
て

◆
10
月
１
日
に
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

２
．
社
会
基
盤
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
載
さ
れ
な
い
事
業
に
つ
い
て



2 

答
弁
： 

井
戸
知
事

　 　

①
地
震
・
津
波
対
策
や
歩
行
者
・
自
転
車
分
離
大
作

戦
な
ど
、
緊
急
対
応
事
業
は
、
地
域
の
元
気
臨
時
交
付

金
等
を
活
用
す
る
。
②
排
水
機
場
等
機
械
設
備
更
新
な

ど
老
朽
化
対
策
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
等
を

活
用
す
る
な
ど
、国
庫
補
助
事
業
へ
振
り
替
え
て
対
応
。

③
施
設
の
維
持
管
理
費
は
、
頻
度
や
施
工
範
囲
の
見
直

し
に
よ
り
工
夫
す
る
。
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、安
全
・

安
心
に
関
わ
る
最
小
の
事
業
費
は
確
保
し
て
い
る
。

Ⅱ　

国
道
、
主
要
地
方
道
、
一
般
県
道　

　
　

整
備
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

　

県
土
の
骨
格
を
な
す
国
道
や
主
要
地
方
道
の
整
備
が
優

先
さ
れ
る
と
と
も
に
、
交
通
需
要
に
応
じ
た
整
備
が
行
わ

れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
そ
の
整
備
が
十
分
に
応
え
ら

れ
て
い
な
い
の
も
実
態
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
、
神
崎
郡
内

で
の
具
体
的
な
事
例
を
あ
げ
て
伺
う
。

１
．
西
脇
八
千
代
市
川
線
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

　

西
脇
八
千
代
市
川
線
の
市
川
町
域
に
お
け
る
整
備
の
現

状
は
、
全
長
11

km
の
う
ち
２
車
線
改
良
済
は
5.4

km
、
49
％

で
、
歩
道
設
置
延
長
は
3.6

km
、
33
％
と
整
備
が
遅
れ
て
い

る
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
市
川
町
側
で
は
家
屋
が
連
担
し

て
お
り
、
早
期
の
全
線
整
備
は
困
難
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
な
こ
と
と
理
解
を
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
当
道
路
の
市
川
町
側
を
３
箇
所
に
分
け
て
整

備
方
針
を
尋
ね
る
。
１
箇
所
目
は
、
前
回
の
社
基
プ
ロ
の

見
直
し
で
見
送
ら
れ
た
下
牛
尾
地
内
忍
辱
橋
か
ら
河
内
口

の
間
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
重
大
な
人
身
事
故
も
発
生
し

て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
２
車
線
歩
道

付
き
で
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
。
２
箇
所
目
は
、
保
喜
か

ら
上
田
中
の
間
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
特
に
上
田
中
公
民

館
前
は
狭
隘
で
非
常
に
危
険
で
あ
る
。
３
箇
所
目
は
、
上

田
中
か
ら
上
瀬
加
の
、
人
家
の
連
担
す
る
間
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
整
備
方
針
な
の
か
伺
う
。

答
弁
： 

濱
田
県
土
整
備
部
長

　�　

主
要
地
方
道
西
脇
八
千
代
市
川
線
は
、
平
成
10
年
度

に
船
坂
ト
ン
ネ
ル
を
供
用
、
そ
の
後
、
平
成
19
年
度
ま

で
に
下
牛
尾
地
区
の
忍
辱
橋
南
側
約
0.6�

km
の
道
路
改
良

を
、
ま
た
、
平
成
22
年
度
に
は
河
内
口
で
路
肩
拡
幅
及

び
浸
水
対
策
と
し
て
の
防
水
壁
設
置
を
進
め
て
き
た
。

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
小
中
学
校
周
辺
の
通
学
路
と
な

っ
て
い
る
上
瀬
加
地
区
の
約
1.2�

km
で
歩
道
整
備
に
着
手

し
た
。

　

�　

１
点
目
の
下
牛
尾
地
内
の
忍
辱
橋
と
河
内
口
の
間
約

0.8�

km
に
つ
い
て
は
、
幅
員
が
狭
く
、
す
れ
違
い
が
困
難

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
通
学
路
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

回
社
会
基
盤
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
位
置
づ
け
を
見
直
し
、

事
業
化
を
検
討
す
る
。
な
お
、
２
車
線
の
歩
道
付
き
に

す
る
か
ど
う
か
は
、
歩
道
付
き
の
整
備
を
基
本
と
す
る

が
、
町
道
が
並
行
す
る
区
間
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
は
、

利
用
状
況
を
踏
ま
え
歩
道
を
付
け
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
判
断
し
た
い
。

　

�　

２
点
目
は
保
喜
と
上
田
中
の
間
約
1.4�
km
に
つ
い
て
は
、

一
部
区
間
で
幅
員
が
狭
い
も
の
の
、
市
川
町
中
心
部
へ

の
ア
ク
セ
ス
は
２
車
線
の
町
道
で
拡
幅
さ
れ
て
い
る
た

め
、
着
手
を
こ
れ
ま
で
見
合
せ
て
き
た
が
、
今
後
、
福

崎
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
に
向
け
、
周
辺
農
地
を
活

用
し
た
バ
イ
パ
ス
案
を
検
討
す
る
。
な
お
、
上
田
中
公

民
館
前
後
な
ど
特
に
幅
員
が
狭
小
な
箇
所
が
あ
る
が
、

当
面
の
対
策
と
し
て
、
側
溝
の
蓋
が
け
や
視
線
誘
導
標

な
ど
の
安
全
対
策
を
進
め
る
。

　

�　

３
点
目
の
、
上
田
中
と
上
瀬
加
の
間
約
2.6��

km
に
つ
い

て
は
、
線
形
も
よ
く
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が�

引
か
れ
て

お
り
、
概
ね
２
車
線
が
確
保
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

路
肩
が
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、
視
線
誘
導
標
や
減
速

を
促
す
路
面
表
示
等
に
よ
り
、
す
れ
違
い
時
の
脱
輪
防

止
と
か
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
く
。

２
．
甘
地
福
崎
線
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

　

一
般
県
道
甘
地
福
崎
線
は
、
全
長
4.1

km
の
内
、
平
成
６

～
21
年
に
福
崎
町
と
市
川
町
の
町
境
か
ら
福
崎
町
側
1.6

km

と
甘
地
駅
前



0.2

km
が
歩
道
付
２
車
線
で
改
良
済
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
で
、
福
崎
町
境
か
ら
の
市
川
町
地
内
1.1

km
に

つ
い
て
は
、
特
に
狭
隘
で
、
Ｊ
Ｒ
播
但
線
と
市
川
に
挟
ま

れ
た
地
形
的
な
制
約
の
問
題
も
あ
る
が
通
行
量
は
、
３
，

８
４
０
台
／
日
で
決
し
て
少
な
く
な
い
。
道
路
構
造
令
を

満
た
す
綺
麗
な
線
形
で
の
改
良
で
は
、
市
川
左
岸
の
国
道

３
１
２
号
ま
で
影
響
す
る
こ
と
に
な
り
、
費
用
対
効
果
を

上田中公民館前

にんにく橋　～　河内口

甘地福崎線
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考
え
た
場
合
に
は
、
な
か
な
か
出
来
得
る
こ
と
で
は
な
い

と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
構
造
令
基
準
に
強
く
捉
わ
れ
ず
、

道
路
に
隣
接
す
る
農
地
や
用
水
路
部
分
を
活
用
し
て
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
改
良
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ま
ず
、

今
後
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　

次
に
、
福
崎
駅
前
整
備
に
つ
い
て
何
回
か
の
機
運
が
起

っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

今
回
福
崎
町
は
、
平
成
26
～
30
年
度
の
５
年
間
で
駅
前
広

場
の
整
備
と
そ
れ
に
伴
い
当
県
道
の
付
替
え
が
必
要
と
な

る
区
間
の
拡
幅
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
支

援
も
よ
ろ
し
く
願
う
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
付
替
え
区
間
か

ら
北
側
の
未
改
良
区
間
の
拡
幅
整
備
を
一
体
的
に
合
わ
せ

て
県
が
行
う
こ
と
が
、
よ
り
効
果
的
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
人
家
が
連
担
し
た
福
崎
駅

よ
り
東
６
０
０
m
を
介
せ
ず
に
、
改
良
済
の
町
道
駅
南
幹

線
を
通
じ
て
県
道
三
木
宍
粟
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
す

る
。
さ
ら
に
は
、
当
道
路
は
、
県
立
福
崎
高
校
、
福
崎
小

学
校
等
々
の
通
学
路
で
も
あ
り
、
通
学
路
の
安
全
確
保
か

ら
も
重
要
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

答
弁
：
濱
田
県
土
整
備
部
長

　

�　

一
般
県
道
甘
地
福
崎
線
は
、
市
川
の
右
岸
に
お
き
市

川
町
と
福
崎
町
を
結
び
、
通
勤
・
通
学
に
利
用
さ
れ

る
な
ど
地
域
の
生
活
に
密
着
し
た
道
路
だ
。
県
は
こ

れ
ま
で
、
福
崎
町
山
崎
、
甘
地
駅
前
等
で
現
道
拡
幅

に
よ
り
整
備
を
行
い
、
安
全
で
円
滑
な
交
通
の
確
保

に
努
め
て
き
た
。

　
　

福
崎
町
境
か
ら
市
川
町
地
内
の
未
改
良
区
間
約
1.1�

km

の
内
、
北
側
約
0.4�

km
と
南
側
同
じ
く
0.4�

km
は
Ｊ
Ｒ
播

但
線
と
市
川
に
挟
ま
れ
、
地
形
的
な
制
約
が
厳
し
い

た
め
、
抜
本
的
な
改
良
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
こ

の
た
め
、
残
る
、
農
地
と
隣
接
し
た
、
そ
の
間
の

0.3��

km
に
つ
い
て
は
、
車
の
離
合
が
少
し
で
も
安
全
に

出
来
る
よ
う
に
引
き
続
き
待
避
所
の
整
備
を
検
討
し

た
い
。
な
お
、
南
側
約
0.4�

km
区
間
に
つ
い
て
は
、
並

行
し
て
用
水
路
が
走
っ
て
い
る
用
水
路
部
分
を
活
用

し
た
整
備
に
つ
い
て
水
路
管
理
者
等
、
関
係
者
と
協

議
し
て
い
く
。

　
　

一
方
、
福
崎
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
と
並
行
す

る
未
改
良
区
間
約
0.6�

km
の
内
、
駅
前
の
約
0.2�

km
に
お

い
て
、
来
年
度
か
ら
町
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
駅

前
広
場
や
駐
車
場
、
駐
輪
場
と
と
も
に
、
県
道
を
付

け
替
え
て
拡
幅
す
る
等
の
駅
前
整
備
を
予
定
し
て
い

る
。
県
は
、
そ
の
北
側
約
0.4�

km
を
町
の
駅
前
整
備
の

進
捗
に
合
わ
せ
一
体
的
に
拡
幅
を
し
て
い
く
。
こ
の

う
ち
、
福
崎
高
校
や
福
崎
小
学
校
の
通
学
路
で
も
あ

る
湯
口
踏
切
ま
で
の
約
0.1�

km
に
つ
い
て
は
、
早
速
来

年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
再
質
問
）

　
　

本
当
に
前
向
き
な
答
弁
を
え
た
が
、
１
点
だ
け
再

質
問
す
る
。
甘
地
福
崎
線
の
市
川
町
側
の
農
地
の
あ

る
部
分
に
つ
い
て
、
待
避
所
的
と
い
う
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
３
・
４
年
前
に
待
避
所
の
整
備
を
さ
れ
た
が
、

本
当
に
何
処
を
い
ら
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
で

あ
っ
た
の
で
、
農
地
の
部
分
は
３
０
０
m
あ
る
の
で
、

こ
の
待
避
所
的
と
い
う
も
の
の
考
え
方
に
つ
い
て
も

う
少
し
答
弁
を
伺
う
。

答
弁
：
濵
田
県
土
整
備
部
長

　
　

こ
こ
は
北
側
と
南
側
の
幅
員
が
狭
く
、
し
か
も
物

理
的
に
拡
げ
に
く
い
区
間
だ
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
真

ん
中
の
３
０
０
m
、
長
い
区
間
拡
げ
て
し
ま
い
ま
す

と
、
車
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
た
り
し
て
、
か
え

っ
て
危
険
性
が
増
す
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方

が
あ
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
考
え
方
か
ら
、
２
，
３
年

前
に
、
川
側
に
用
地
買
収
を
せ
ず
に
、
最
小
限
の
拡

幅
を
３
箇
所
行
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
こ
れ
以
上
は
河
積

を
阻
害
す
る
の
で
、
反
対
側
の
農
地
の
方
を
、
地
元

の
方
、
地
権
者
の
協
力
を
得
ら
れ
る
で
あ
れ
ば
、
少

し
長
め
の
待
避
所
と
申
し
ま
す
か
、
車
が
余
裕
を
も

っ
て
す
れ
違
い
の
で
き
る
く
ら
い
の
長
さ
の
拡
幅
整

備
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
長
さ
に
つ
い
て
は
安
全

性
等
を
考
慮
し
て
十
分
検
討
し
た
い
。

Ⅲ　
河
川
整
備
計
画
、
地
域
総
合
治
水
推
進
計
画
と

　
　
　
「
自
然
災
害
に
備
え
る
」
の
視
点
に
つ
い
て

　

市
川
流
域
の
河
川
整
備
計
画
で
は
、
姫
路
市
飾
磨
区
阿

成
地
区
な
ど
の
市
川
本
川
の
改
良
と
市
川
町
谷
地
区
の
振

古
川
支
川
の
改
修
計
画
し
か
上
が
っ
て
い
な
い
。
ま
た
本

年
、
地
域
総
合
治
水
推
進
計
画
の
策
定
が
予
定
を
さ
れ
て

い
る
が
、
主
旨
は
、
な
か
な
か
追
い
つ
か
な
い
河
川
整
備
・

改
修
の
現
状
で
、
県
・
市
町
・
県
民
が
協
働
し
て
、
た
め

池
や
田
畑
、
遊
水
地
、
家
庭
の
貯
留
施
設
の
設
置
な
ど
で

一
気
の
出
水
を
防
ぎ
、
自
ら
の
命
は
自
ら
で
守
る
こ
と
の

認
識
の
再
確
認
を
行
い
、
そ
の
う
え
で
公
は
公
と
し
て
防

災
イ
ン
フ
ラ
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
理
解
し
て
い
る
。
そ

の
う
え
で
、「
自
然
災
害
に
備
え
る
」
の
視
点
か
ら
、
道

路
整
備
と
同
じ
く
神
崎
郡
内
の
具
体
的
な
次
の
３
箇
所
に

つ
い
て
伺
う
。

１
．
市
川
支
川
七
種
川
の
河
川
整
備
に
つ
い
て

　

１
箇
所
目
だ
が
、
福
崎
町
で
は
、
昭
和
38
年
６
月
３
～

４
日
の
集
中
豪
雨
で
、
家
屋
半
壊
３
戸
、
床
上
浸
水
90
戸
、

床
下
浸
水
７
２
３
戸
の
甚
大
な
被
害
が
あ
り
、
市
川
支
川

七
種
川
沿
川
で
も
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。
そ
れ
に
対

し
、
昭
和
41
～
55
年
に
か
け
て
小
規
模
河
川
改
良
と
し
て

左
岸
９
０
０
m
、
右
岸
１
，
０
３
５
m
の
ブ
ロ
ッ
ク
積
護

岸
が
整
備
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
の
上
流
部
分
は

80
～
１
０
０
m
間
隔
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
帯
工
と
護
岸
の
補

福崎駅前
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強
と
し
て
蛇
籠
が
設
置
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
現
在
で

は
、
当
然
、
蛇
籠
は
な
く
な
り
、
帯
工
の
前
後
は
洪
水
の

た
び
に
洗
掘
さ
れ
る
な
ど
危
険
度
が
増
し
て
い
る
。
そ
の

な
か
で
も
、
民
家
が
密
集
し
て
お
り
、
し
か
も
天
井
川
状

態
に
近
い
福
田
橋
下
流
部
左
岸
は
特
に
危
険
度
が
高
い
と

考
え
る
。
そ
こ
で
「
自
然
災
害
に
備
え
る
」
の
視
点
か
ら
、

ま
た
、
住
民
の
方
々
の
安
心
度
を
高
め
る
た
め
に
も
必
要

な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

答
弁
：
富
岡
理
事

　
　

福
崎
町
の
市
街
地
を
経
て
、
市
川
に
合
流
す
る
七

種
川
は
、
昭
和
38
年
６
月
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
を
契

機
と
し
て
、
再
度
災
害
防
止
を
図
る
た
め
、
昭
和
41

年
か
ら
55
年
に
か
け
て
、
市
川
と
の
合
流
点
か
ら
約

１
km
の
区
間
で
護
岸
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

上
流
部
で
河
床
低
下
を
防
ぐ
帯
工
や
蛇
篭
を
設
置
し

た
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
事
業
の
完
了
か
ら
30
年
以
上
が
経

過
し
て
お
り
、
議
員
か
ら
も
ご
指
摘
あ
っ
た
と
お
り
、

上
流
部
で
は
、
洪
水
の
影
響
等
に
よ
り
、
帯
工
の
部

分
的
な
破
損
や
そ
の
前
後
で
洗
掘
が
進
ん
で
い
る
箇

所
も
あ
る
。

　
　

議
員
か
ら
も
冒
頭
に
話
が
あ
っ
た
今
年
の
台
風
18
号

の
豪
雨
の
際
に
は
、
幸
い
こ
の
七
種
川
で
は
河
川
か

ら
水
が
溢
れ
る
、
溢
水
す
る
と
い
う
事
態
に
は
な
ら

な
か
っ
た
訳
だ
が
、
相
当
な
増
水
と
な
っ
た
。
こ
の

た
め
、
今
年
の
増
水
期
後
に
河
道
の
変
状
を
詳
細
に

確
認
し
た
上
で
、
特
に
洗
掘
が
進
ん
で
い
る
福
田
橋

下
流
左
岸
や
、
そ
の
上
流
部
も
含
め
た
帯
工
の
前
後

な
ど
に
お
い
て
、
護
岸
の
整
備
や
洗
掘
防
止
の
た
め

の
護
床
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
等
、
必
要
な
対
策
を
実
施

す
る
。

　
　

今
後
と
も
、
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
、
適
時
・
適

切
な
河
川
の
点
検
と
必
要
な
維
持
修
繕
を
行
う
な
ど
、

住
民
の
方
々
の
安
心
度
を
高
め
る
対
策
を
講
じ
る
。

２
．
神
崎
橋
下
流
右
岸
の
整
備
に
つ
い
て

　

２
箇
所
目
は
、
国
道
３
１
２
号
神
崎
橋
下
流
右
岸
で
あ

る
。
福
崎
町
の
中
心
部
で
人
家
も
密
集
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
護
岸
が
築
堤
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ

る
。
お
そ
ら
く
、
市
川
本
川
の
平
地
部
で
築
堤
が
さ
れ
て

い
な
い
の
は
こ
こ
だ
け
だ
と
思
う
。
遊
水
地
で
あ
っ
た
と

思
う
が
、
見
様
に
よ
っ
て
は
霞
堤
と
も
思
え
る
部
分
だ
が

大
変
危
険
な
箇
所
で
あ
り
、
環
境
的
に
も
問
題
の
大
き
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
平
成
11
年
２
月
に
は
、
県

と
福
崎
町
が
協
議
を
行
い
、
町
は
市
川
河
川
環
境
整
備
計

画
報
告
書
を
作
成
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
報
告
書
か
ら
14

年
が
経
過
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
未
だ
整
備
の
見
込

み
は
立
っ
て
お
ら
ず
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
元
来
、
当
箇

所
は
県
の
河
川
管
理
区
域
で
あ
り
、
県
が
築
堤
な
ど
の
護

岸
整
備
を
行
う
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
、
報
告
書
作
成
の
経

過
の
中
で
は
、
基
盤
整
備
に
つ
い
て
県
が
相
当
に
相
応
な

支
援
を
行
う
は
ず
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
改
め
て

県
の
取
組
方
針
を
伺
う
。

答  

弁
：
富
岡
理
事

　

　

市
川
の
神
崎
橋
下
流
右
岸
に
つ
い
て
は
、
議
員
か
ら

も
指
摘
あ
っ
た
通
り
、
無
堤
地
区
で
あ
り
、
県
と
し
て

も
河
川
整
備
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、
河

川
整
備
計
画
に
基
づ
き
下
流
の
姫
路
市
阿
成
地
区
か
ら

順
次
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
当
地
区
で
は
、
終
戦
直

後
に
他
地
域
か
ら
移
り
住
ん
だ
方
の
住
居
等
の
不
法
占

用
物
件
が
支
障
と
な
っ
て
お
り
、
下
流
の
流
下
能
力
に

見
合
う
部
分
的
な
整
備
に
も
着
手
で
き
て
い
な
い
状
況

に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
不
法
占
用
者
に
対
し

て
自
主
撤
去
を
行
う
よ
う
繰
り
返
し
文
書
勧
告
を
行
う

な
ど
の
交
渉
を
重
ね
て
き
た
。
平
成
11
年
に
は
福
崎
町

が
「
市
川
河
川
環
境
整
備
計
画
」
を
策
定
し
て
、
当
地

区
の
河
川
敷
を
町
の
公
園
と
し
て
位
置
付
け
た
こ
と
を

契
機
と
し
て
、
町
と
連
携
し
て
物
件
の
自
主
撤
去
に
向

け
た
交
渉
を
重
ね
て
き
た
が
、
な
か
な
か
理
解
が
得
ら

れ
ず
、
解
消
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で

あ
る
。

　

�　

今
後
、
県
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す

る
た
め
、
所
在
不
明
の
不
法
占
用
者
や
相
続
人
の
調
査

に
加
え
、
文
書
に
よ
る
再
度
の
勧
告
を
行
い
、
交
渉
の

促
進
に
努
め
、
不
法
占
用
の
早
期
解
消
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
ま
た
、
町
が
公
園
を
整
備
す
る
に
際
し
て
は
、

町
と
連
携
し
な
が
ら
、
公
園
に
相
応
し
い
護
岸
や
階
段

等
の
河
川
敷
整
備
を
行
い
、
無
堤
地
区
の
解
消
と
併
せ

た
良
好
な
河
川
環
境
の
創
出
を
図
っ
て
い
く
。

　

３
箇
所
目
は
、
姫
路
市
と
の
境
界
に
位
置
す
る
福
崎
町

高
橋
地
区
内
の
国
道
３
１
２
号
等
の
冠
水
対
策
に
つ
い
て

で
あ
る
。
高
橋
地
区
に
は
、
姫
路
市
溝
口
地
区
の
た
め
池
、

３
．
福
崎
町
高
橋
地
区
内
の

　
　
　

国
道
３
１
２
号
線
等
の
冠
水
対
策
に
つ
い
て

福田橋下流

神崎橋下流

国道312号線高橋地区
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栃
羽
ハ
ス
池
と
栃
羽
新
池
、
高
橋
地
区
の
高
橋
ハ
ス
池
が

あ
り
、
そ
の
集
水
面
積
は
約
１
６
０
，
０
０
０
㎡
と
大
き

く
、
豪
雨
の
際
に
は
高
度
の
高
い
栃
羽
ハ
ス
池
と
栃
羽
新

池
の
洪
水
吐
か
ら
、
高
度
の
低
い
高
橋
ハ
ス
池
に
流
れ
込

む
。
そ
し
て
、
高
橋
ハ
ス
池
の
洪
水
吐
か
ら
用
水
路
を
通

り
、
３
１
２
号
線
沿
い
の
運
送
会
社
２
店
舗
の
駐
車
場
内

の
水
路
を
通
り
、
３
１
２
号
を　

５
０
０
・
６
０
０
・
４

０
０
・
４
５
０
の
ヒ
ュ
ー
ム
管
４
本
で
市
川
に
排
水
し
て

い
る
。
し
か
し
、
洪
水
時
に
は
、
高
橋
ハ
ス
池
の
洪
水
吐

か
ら
排
出
さ
れ
た
水
は
用
水
路
か
ら
水
田
に
溢
れ
、
水
田

か
ら
民
間
事
業
者
の
駐
車
場
に
流
れ
込
む
。
そ
れ
に
加
え

て
、
市
川
の
水
位
が
国
道
３
１
２
号
を
横
断
す
る
ヒ
ュ
ー

ム
管
よ
り
も
高
く
な
っ
た
場
合
に
は
駐
車
場
に
流
れ
込
ん

だ
水
が
市
川
に
排
水
さ
れ
ず
、
道
路
が
冠
水
す
る
こ
と
に

な
る
。
過
去
に
は
そ
の
水
位
が
道
路
天
よ
り
も
高
く
な
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
他
の
要
因
と
し
て
市
川
の
少
し

上
流
に
は
、
姫
路
市
溝
口
地
区
及
び
香
呂
地
区
へ
か
ん
が

い
用
水
を
導
入
す
る
大
妻
井
堰
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
導

水
路
は
、
河
川
に
対
し
て
約
45
度
の
角
度
で
延
長
１
６
０

m
に
渡
っ
て
横
切
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
上
流
か
ら
の

水
心
も
そ
の
導
水
路
に
沿
っ
て
い
る
と
見
え
る
。
私
は
、

こ
れ
も
市
川
の
水
位
上
昇
の
一
因
で
は
と
考
え
て
い
る
。

　

先
日
、
９
月
９
日
に
私
と
、
姫
路
土
木
事
務
所
福
崎
事

業
所
、
姫
路
土
地
改
良
セ
ン
タ
ー
、
福
崎
町
農
林
振
興
課

で
対
策
会
議
を
持
っ
た
。
総
合
治
水
条
例
の
趣
旨
を
弁
え

な
が
ら
、
何
点
か
の
確
認
を
行
い
11
月
に
も
う
一
度
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
検
討
に
つ
い
て
持
ち
合
う
と
し
て
い
る
。
こ

の
冠
水
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
洪
水
時
に
も
高
橋
ハ
ス

池
か
ら
市
川
に
排
水
で
き
る
よ
う
、
水
路
を
整
備
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。
高
橋
ハ
ス
池
の
上
流
に
あ
る
た
め
池
な
ど

も
視
野
に
お
い
た
対
策
も
重
要
で
な
い
か
と
考
え
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
高
橋
地
区
の
冠
水
対
策
に
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
、
総
合
治
水
の
観
点
も
含
め
て
所
見
を
伺

う
。

答
弁
：
富
岡
理
事

　

�　

福
崎
町
高
橋
地
区
の
冠
水
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、

た
め
池
か
ら
市
川
に
流
れ
込
む
農
業
用
水
路
の
断
面
を

確
保
す
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、
市
川
の
水
位
が
上
昇
し

た
際
に
も
水
路
流
末
部
の
流
下
能
力
を
確
保
す
る
こ

と
の
こ
の
２
つ
の
対
策
が
有
効
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
一
つ
目
の
水
路
の
断
面
確
保
に
つ
い
て
は
、
高
橋

ハ
ス
池
か
ら
の
放
流
量
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
現
況
が

３
０
０
ミ
リ
角
の
断
面
の
水
路
か
ら
８
０
０
ミ
リ
角
程

度
に
広
げ
て
改
修
す
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、
二
つ
目
の

水
路
流
末
部
の
流
下
能
力
確
保
に
つ
い
て
は
、
市
川
の

水
位
に
対
し
て
で
き
る
だ
け
流
れ
や
す
い
位
置
や
構
造

を
工
夫
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
９
月
９
日
に

町
と
県
が
開
催
し
た
「
高
橋
地
区
雨
水
対
策
検
討
会
」

で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
共
有
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、

11
月
の
次
回
会
議
で
は
、
さ
ら
に
総
合
治
水
の
観
点
か

ら
、
た
め
池
の
事
前
水
位
下
げ
に
よ
る
貯
留
容
量
の
確

保
な
ど
も
含
め
た
、
効
果
的
な
対
策
を
立
案
し
て
ま
い

り
た
い
。

　

�　

一
方
、
大
妻
井
堰
周
辺
の
市
川
は
、
堀
込
河
道
と
な

っ
て
お
り
流
下
能
力
も
前
後
区
間
と
比
較
し
て
も
同
等

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
治
水
対
策
と
し
て
の
井
堰

等
の
改
築
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
な
課
題
で
あ
る
と
い

う
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
が
、
実
際
、
古
い
井
堰
で
あ

っ
て
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
老

朽
化
対
策
と
し
て
井
堰
等
の
改
築
を
行
う
場
合
に
あ
た

っ
て
は
、
下
流
の
姫
路
市
や
利
水
団
体
等
と
の
調
整
も

図
り
な
が
ら
、
可
能
な
範
囲
で
流
下
能
力
の
向
上
に
つ

い
て
も
図
れ
る
よ
う
併
せ
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

当
面
の
対
策
と
し
て
、
県
と
し
て
は
、
洪
水
時
の
水
位

低
下
に
寄
与
す
る
河
川
内
の
立
木
伐
採
等
を
進
め
る
と

と
も
に
、
先
ほ
ど
の
検
討
会
の
場
を
最
大
限
活
用
す
る

な
ど
、
福
崎
町
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
の
一
層
の
連
携

に
よ
っ
て
、
諸
対
策
の
検
討
を
進
め
、
冠
水
の
早
期
解

消
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

《
終
わ
り
に
》

　
３
項
目
７
点
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
。
聞
か
れ
た
方
か

ら
す
れ
ば
、
典
型
的
な
地
域
へ
の
利
益
誘
導
の
質
問
と
思

わ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
は
決
し
て
神
崎
郡
だ
け
が

良
け
れ
ば
良
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

　

鳥
取
豊
岡
宮
津
道
、
東
播
磨
南
北
道
路
、
播
磨
臨
海
地

域
道
路
や
高
速
道
６
基
幹
軸
な
ど
の
議
論
は
、
公
共
事
業

等
審
査
会
等
々
で
の
あ
る
意
味
開
か
れ
た
部
分
で
の
議
論

が
あ
る
し
、
別
次
元
で
の
整
備
議
論
で
も
あ
る
。
私
は
、

先
ほ
ど
ま
で
に
質
問
を
し
た
国
道
や
県
道
や
河
川
整
備
な

ど
、
地
域
の
生
活
と
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
基
盤
整
備
に
つ

い
て
は
、
地
域
的
な
条
件
や
事
情
に
考
慮
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
整
備
状
況
の
差
異
は

当
然
と
し
な
が
ら
も
、
一
定
の
基
準
、
水
準
で
、
で
き
る

限
り
公
正
に
行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。　

　

ま
た
、
過
去
に
は
国
の
補
助
基
準
に
基
づ
い
た
設
計
基

準
と
い
う
こ
と
で
致
し
方
は
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
過
度

な
整
備
内
容
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
人

家
の
連
担
部
分
の
整
備
に
つ
い
て
も
一
律
に
物
件
移
転
を

す
る
こ
と
も
一
考
す
べ
き
で
は
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
甘

地
福
崎
線
の
よ
う
に
地
形
的
制
約
が
あ
る
こ
と
で
、
整
備

方
針
す
ら
示
さ
ず
に
、
先
送
り
だ
け
を
す
る
こ
と
も
ど
う

か
と
思
う
。
本
当
に
必
要
と
す
る
部
分
を
、
ま
た
、
本
当

に
困
難
な
個
所
は
当
面
見
送
る
こ
と
で
、
多
大
な
経
費
を

か
け
ず
に
整
備
率
を
上
げ
る
こ
と
が
、
結
果
的
に
県
民
の

安
全
と
安
心
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
県
下
全
体

の
整
備
率
を
押
上
げ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

　

県
土
整
備
部
の
ま
す
ま
す
の
ご
奮
闘
を
期
待
し
て
、
質

問
を
終
わ
る
。

　

継
続
事
業
、
あ
る
い
は
今
年
度
測
量
・
調
査
に
入
っ
た

以
外
の
箇
所
で
、
特
に
福
崎
事
業
所
に
左
記
の
箇
所
を
要

望
し
て
い
ま
す
。

　

①
県
道
福
知
生
野
線(

栗
地
内
拡
幅)

、
②
県
道
福
知
生

野
線(

大
畑
・
作
畑
新
田
道
路
防
災)

、
③
県
道
長
谷
市
川

線(

澤
地
内
歩
道
設
置)

、
④
県
道
甘
地
前
之
庄
線(

桜
地

内
歩
道
設
置)

、
⑤
県
道
西
田
原
姫
路
線
歩
道
設
置

◆
一
般
質
問
以
外
の
重
点
要
求
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東 奔 西 走（活動日誌）

　４月　３日　高瀬姫路土木所長、大川福崎事業所長との意見交換　　　辻川事務所
　４月　４日　播磨市川ライオンズクラブ例会　　　　　　　　　　　　但陽甘地支店
　４月　５日　明石高專OB事業主会（播磨の会）設立総会　　　　　　姫路商工会議所
　４月　６日　郡ソフトボール協会理事会　　　　　　　　　　　　　　甘地助六　　　　
　４月　７日　神河町消防団初出式並びに事例伝達式　　　　　　　　　神崎小学校
　４月　８日　福崎高校入学式　　　　　　　　　　　　        　　　　   福崎町
　４月１０日　ひまわり荘花見会　　　　　　　　　　　　         　　　  市川町
　４月１１日　老人大学神崎・福寿学園開校式　　　　　　　　　　　　福崎文化センター
　４月１３日　中学女子ソフトボール大会　　　　　　　　　　　　　　福崎東中学校
　　　　　　　福崎町議会議員選挙告示
　　　　　　　議員団総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸
　４月１７日　総務常任委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸
　４月１８日　新岡姫路農林事務所長意見交換　　　　　　　　　　　　辻川事務所
　４月１９日　福崎町議選個人演説会　　　　　　　　　        　　　　  福崎町
　４月２０日　福崎町議選決起集会　　　　　　　　　        　　　　      福崎町
　４月２１日　宍粟市会議員選挙支援行動　　　　　　　　　        　　　宍粟市
　　　　　　　木俣福崎事業所課長、役場建設課、大河区長、野村区長、市川現場立会
　　　　　　　内海神崎高校校長と通学路の交通指導について意見交換　
　４月２３日　大飯原子力発電所調査視察　　　　　　　　　　　　　　福井県
　４月２４日　庄坪上田中区長と意見交換　　　　　　　　　　　　　　辻川事務所
　４月２５日　政務調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸
　４月２７日　政務調査：姫路、姫路地区メーデー：東御屋敷跡公園　　姫路
　４月２６日　ひつじ会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神河町
　４月３０日　姫路駅ビルサンクンガーデン完成・開業記念式典　　　　姫路
　５月　７日　議員団総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸
　５月　９日　ライオンズクラブ例会　　　　　　　　　　　　　　　　但陽甘地
　５月１０日　宍粟市議選支援行動　　　　　　　　　　　　　　　　　宍粟市
　５月１１日　連合兵庫政策フォーラム　　　　　　　　　　　　　　　神戸
　５月１２日　福崎町消防団操法大会　　　　　　　　　　　　　　　　福崎東中学校
　５月１３日　福崎町高橋地区冠水調査　姫路土地改良センター、役場　福崎町
　５月１５日　政務調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸
　５月１６日　総務常任委員会、議員団総会　　　　　　　　　　　　　神戸
　５月１９日　神河町消防団操法大会　　　　　　　　　　　　　　　　神崎小学校
　５月２３日　ライオンズクラブ例会　　　　　　　　　　　　　　　　但陽甘地
　５月２４日　福崎町戦没者追悼式　　　　　　　　　　　　　　　　　エルデホール
　５月２６日　市川町消防操法大会　　　　　　　　　　　　　　　　　川辺小学校
　５月２８日　議員団総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸
　５月２９日　神河町戦没者慰霊祭　　　　　　　　　　　　　　　　　姫路護国神社
　５月３１日　自治体議員連合会議　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸
　６月　１日　NPO法人ACT135 総会　　　　　　　　　　　　　明石産業交流センター
　６月　２日　ソフトボールレディース兵庫県大会　　　　　　　　　　福崎町
　　　　　　　福崎防犯協会総会
　　　　　　　甘地区長会意見交換会　　　　　　　　　　　　　　　　甘地助六
　　　　　　　本会議（１日目）議員団総会　　　　　　　　　　　　神戸
　　　　　　　郡ソフトボール協会理事会　　　　　　　　　　　　　　福崎町
　６月　６日　ライオンズクラブ例会　　　　　　　　　　　　　　　　但陽甘地
　６月　７日　本会議（２日目）議員団総会　　　　　　　　　　　　　神戸
　６月　８日　神河町中村区ほたるまつり　　　　　　　　　　　　　　神河町
　６月１０日　総務常任委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸
　６月１２日　本会議（３日目）議員団総会　　　　　　　　　　　　　神戸
　　正副常任委員長会議　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸
　　　　　　　市川町民との意見交換　　　　　　　　　　　　　　　　姫路

６月　３日

６月　４日

４月２２日

４月１６日

６月１３日
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　　　　　　　福崎町余田現地調査
　　　　　　　政務調査：神戸、「あいはらくみこ」国政報告会　　　　神戸
　６月１６日　「山口つよし」国政報告会　　　　　　　　　　　　　　　  福崎町
６月１７日　文教常任委員会、議員団総会　　　　　　　　　　　　　神戸
　６月２０日　姫路土木福崎事業所政務調査　　　　　　　　　　　　　　福崎町
　６月２１日　福崎交通３協会意見交換会　　　　　　　　　　　　　　甘地助六
　６月２３日　福崎町水防訓練　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　 福崎町
　６月２６日　政務調査：神戸、一旬会：姫路
　　　　　　　市川町意見交換
　　　　　　　政務調査、「つじ泰弘」国政報告会　　　　　　　　　　神戸
　６月３０日　神崎郡操法大会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神崎小学校
　７月　１日　議員定数等調査特別委員会　　　　　　　　　　　　　　神戸
　７月　４日　政務調査：姫路、兵庫県知事選挙告示
　７月　５日　政務調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸
　７月　６日　市川町商工会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化センター
　７月　８日　ケアハウスについて政務調査　　　　　　　　　　　　　神戸
　７月１１日　社会を明るくする神崎郡民大会　　　　　　　　　　　　市川町
　７月１４日　政務調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姫路
　７月１７日　文教常任委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸
　７月２１日　障がい者グループホームについて　　　　　　　　　　　神戸
　７月
25 ～ 26日　
　７月２８日　ソフトボール近畿エルデスト大会　　　　　　　　　　　福崎東中学校
　７月２９日　福崎町との意見交換　　　　　　　　　　　　　　　         福崎町
　　神崎郡人権同和研究大会　　　　　　　　　　　　　　　神河町　　　　　　　　
　　　　　　　ライオンズクラブ例会　　　　　　　　　　　　　　　　甘地助六
　８月　２日　ひょうご西宮アイスアリーナオープンセレモニー西宮
　８月　３日　山桃忌、民俗学の夕べ　　　　　　　　　　　　　　　　福崎町
８月 5～7日　 議員団管外調査（長野・富山・新潟）
　８月　８日　政務調査会、議員団総会　　　　　　　　　　　　　　　神戸
　８月　９日　政務調査会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸
　８月１３日　福崎町市川西部町会議員との意見交換会　　　　　　　　　福崎町
　８月１６日　文教常任委員会、議員団総会　　　　　　　　　　　　　神戸
　８月１９日　福崎町市川西部町会議員・区長会、福崎事業所との調査　福崎町
　　　　　　　中播磨地域政策懇話会　　　　　　　　　　　　　　　　姫路
　　　　　　　姫路土木福崎事業所との打合せ
　８月２４日　遺族会主催「平和の映画会」　　　　　　　　　　　　　 神河町
　８月２６日　議員定数等調査特別委員会、議員団総会　　　　　　　　神戸
　　　　　　　県道西脇八千代市川線建設改良促進協議会総会　　　　　市川町
　　　　　　　県道長谷市川線澤区内通学歩道現地調査
　８月２９日　県茶業振興会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神河町
　８月３０日　広域基幹林道千町・段ヶ峰線開通記念式典　　　　　　　朝来市
　９月　１日　中播磨大規模防災訓練　　　　　　　　　　　　　　　　夢前町
　９月　２日　福崎町高岡区板坂山地崩壊現地調査　　　　　　　　　　　福崎町
　９月　６日　議員団議員定数等調査プロジェクト会議　　　　　　　　神戸
　９月　７日　いちかわ園ふれあい感謝のつどい　　　　　　　　　　　　市川町
　９月　９日　福崎町高橋区冠水対策会議（町・土地改良・土木）　　　　福崎町
　９月
　10～ 12日　
　９月１３日　知事に対する重要政策提言　　　　　　　　　　　　　　神戸
　　　　　　　アミューズ２４との打合せ　　　　　　　　　　　　　　市川町
　　　　　　　中播磨地域活動交流メッセ　　　　　　　　　　　　　　福崎町
　９月１７日文教常任委員会、議員団総会　　　　　　　　　　　　　神戸
　９月１９日　姫路土木事務所長と社会基盤整備プログラム打合せ　　　辻川事務所
　９月２０日　地方財政確立についての請願について　　　　　　　　　神戸
　９月２２日　郡内小学校運動会
　　　　　　　本会議（１日目）議員団総会　　　　　　　　　　　　　神戸
　　　　　　　議員定数等調査特別委員会、高校教育課長といじめについて

６月２８日

９月２４日

８月２８日

文教常任委員会管内調査（但馬・丹波）

文教常任委員会管内調査（中・西播磨）

８月　１日

８月２１日

６月１５日

９月１４日
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皆さまの県政に対するご意見をお聞かせください。
　たくさんのご意見をお待ちしています。事務所へもお気軽にお立ち寄りください。

《連絡先》　上野ひでかず事務所
　　　　　　〒 679-2204　神崎郡福崎町西田原 1253-2 Ｆ
　　　　　　TEL/FAX（0790）22 － 6805　　E-mail/kanzaki-gun ＠ coda.con.ne.jp

　　　　　　　神河町災害現場調査
神河町老人クラブ連合会グランドゴルフ大会　　　　　　神河町
　　　　　　　東洋大学姫路高校創立５０周年記念式典　　　　　　　　姫路
　　　　　　　西播磨市町長会要望会　　　　　　　　　　　　　　　　姫路
　９月２７日　本会議（２日目・代表質問）議員団総会　　　　　　　　神戸
　９月３０日　本会議（３日目・一般質問）　　　　　　　　　　　　　神戸
１０月　１日　本会議（４日目・一般質問）　　　　　　　　　　　　　神戸
１０月　２日　本会議（５日目・一般質問）議員団総会　　　　　　　　神戸
１０月　３日　文教常任委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸
１０月　４日　北川中播磨県民局長と意見交換（重要政策提言）　　　　姫路
　　　　　　　本会議（６日目・採決）議員団総会　　　　　　　　　　神戸
　　　　　　　議員団議員定数等調査プロジェクト会議
１０月
　8 ～ 24日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸
１０月　８日　神河町との打合せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　神河町
１０月１０日　神河町副町長と北川県民局長に要望　　　　　　　　　　姫路
１０月１５日　大川福崎事業所長に福知生野線について要望
　地域安全兵庫県民大会　　　　　　　　　　　　　　　　神戸
　　　　　　　神河町根宇谷川について砂防課と打合せ
　　　　　　　ライオンズクラブ例会　　　　　　　　　　　　　　　　但陽甘地
　　　　　　　一旬会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姫路
　　　　　　　中播磨地区ゆうあい運動会　　　　　　　　　　　　　　川辺小学校
　　　　　　　地域安全神崎郡民大会　　　　　　　　　　　　　　　　福崎町
１０月２０日　砥峰高原すすきまつり　　　　　　　　　　　　　　　　神河町
１０月２２日　決算委員会総括質疑、治山課長と協議 (根宇谷川 )　　　神戸
１０月２３日　教育振興基本計画検討委員会　　　　　　　　　　　　　神戸
１０月２４日　郡民と意見交換（特定秘密保護法案について）
　　　　　　　本会議 (７日目・最終日 )　　　　　　　　　　　　　　神戸
　　　　　　　議員団総会・政務調査会（農福連携等）　　　　　　　　神戸
１０月２６日　福本遺跡まつり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神河町
　　　　　　　高砂高校創立９０周年記念式典
　　　　　　　播磨南高校創立３０周年記念式典
１０月２８日　文教常任委員会、議員定数等調査特別委員会　　　　　　神戸
　　　　　　　生野高校創立１００周年記念式典
　　　　　　　郡中学ソフトボール大会　　　　　　　　　　　　　　　福崎東中学校
１１月　３日　神河町民ソフトボール大会　　　　　　　　　　　　　　神河町
　　　　　　　議員団総会・政務調査会　　　　　　　　　　　　　　　神戸
　　　　　　　神崎郡町議会議員研修会　　　　　　　　　　　　　　　神河町
１１月
6 ～ 8日　
１１月　９日　ソフトボール協会理事会　　　　　　　　　　　　　　　市川町
１１月１０日　福本陣屋跡地庭園式典　　　　　　　　　　　　　　　　神河町
１１月１１日　平成２６年度予算知事申入れ　　　　　　　　　　　　　神戸
１１月１２日　神河町長選挙告示　　　　　　　　　　　　　　　　　　神河町
１１月１５日　文教常任委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸
１１月１６日　社会福祉法人いづみ福祉会設立１０周年記念式典　　　　市川町
１１月１７日　神戸マラソン　　　　　　　　　　
１１月１９日　地域安全グランドゴルフ大会　　　　　　　　　　　　　神河町
１１月２０日　県連合自治会大会　　　　　　　　　　　　　　　　　　姫路市　　

１０月　７日

１０月１７日

１０月１６日

１０月１９日

１０月２５日

１０月２７日

１１月　２日

１１月　５日

９月２６日

９月２５日

決算特別委員会

文教常任委員会管外調査（新潟・長野・山梨県）


